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領

答
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第
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一
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第
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平
成
二
十
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年
三
月
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十
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総
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安
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晋

三

衆

議

院

議

長

町

村

�

孝

殿

衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
商
品
先
物
取
引
法
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
禁
止
緩
和
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
商
品
先
物
取
引
法
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
禁
止
緩
和
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
十
四
条
第
九
号
に
お
い

て
は
、
商
品
先
物
取
引
業
者
が
、
商
品
取
引
契
約
の
締
結
の
勧
誘
の
要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
対
し
、
訪
問
し
、
又
は
電

話
を
か
け
て
、
商
品
取
引
契
約
の
締
結
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
委
託
者
等
の
保
護
に
欠
け
、
又
は
取
引
の

公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
行
為
と
し
て
不
当
な
勧
誘
等
の
禁
止
の
例
外
と
な
る
行
為
を
商
品
先
物
取
引
法
施
行
規
則
（

平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
令
第
三
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
二
に
お
い
て
定
め
て
い
る
。

商
品
先
物
取
引
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
。
以
下
「

改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
二
第
二
号
及
び
第
三
号
の

規
定
に
よ
れ
ば
、
商
品
先
物
取
引
業
者
は
、
商
品
取
引
契
約
の
締
結
の
勧
誘
の
要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
対
し
、
当
該
勧

誘
に
先
立
っ
て
他
社
で
の
取
引
経
験
の
有
無
等
の
商
品
取
引
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
の
説
明
を
行
い
、
当
該

顧
客
が
当
該
条
件
を
満
た
す
か
否
か
確
認
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
当
該
顧
客
が
当
該
条
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
該
顧
客
に
対
し
勧
誘
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
法
第
二
百
十
四
条
第
九
号
の
規
定
に
違
反
す
る
こ

一



と
と
な
る
。

三
に
つ
い
て

顧
客
か
ら
商
品
先
物
取
引
業
者
に
対
し
て
勧
誘
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
前
に
当
該
顧
客
に
対
し
て
当
該
商
品

先
物
取
引
業
者
か
ら
勧
誘
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
該
顧
客
が
当
該
商
品
先
物
取
引
業
者
に
対
し
て
勧
誘
を
要
請
す

る
な
ど
、
実
質
的
に
当
該
顧
客
か
ら
の
勧
誘
の
要
請
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
二

号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
不
当
な
勧
誘
等
の
禁
止
の
例
外
と
な
る
行
為
に
は
該
当
せ
ず
、
法
第
二
百
十
四
条
第
九
号
の
規

定
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
経
済
産
業
省
又
は
農
林
水
産
省
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
及
び
相
談
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
運
営
す
る
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
に
集
約
さ
れ
た
消
費
生
活
相
談
情
報
等
を
通
じ
、
商
品
先
物

取
引
の
被
害
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
顧
客
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
及
び
相
談
並
び
に
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報

二



に
基
づ
い
て
、
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
置
き
換
え
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と

お
り
、
法
第
二
百
十
四
条
第
九
号
に
お
い
て
は
、
商
品
先
物
取
引
業
者
が
、
商
品
取
引
契
約
の
締
結
の
勧
誘
の
要
請
を
し
て

い
な
い
顧
客
に
対
し
、
訪
問
し
、
又
は
電
話
を
か
け
て
、
商
品
取
引
契
約
の
締
結
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

委
託
者
等
の
保
護
に
欠
け
、
又
は
取
引
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
行
為
と
し
て
不
当
な
勧
誘
等
の
禁
止
の
例
外
と
な

る
行
為
を
省
令
第
百
二
条
の
二
に
お
い
て
定
め
て
い
る
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

消
費
者
委
員
会
は
、
消
費
者
行
政
全
般
に
対
す
る
監
視
機
能
を
持
た
せ
る
た
め
、
独
立
し
た
第
三
者
機
関
と
し
て
内
閣
府

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
御
指
摘
の
「
商
品
先
物
取
引
法
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
禁
止
規
制
の
緩
和
策
に
対
す
る
意
見

」
（
以
下
「
当
該
意
見
」
と
い
う
。
）
は
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
六
年
四
月
八
日
に
消
費
者
委
員
会
に
お

い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
及
び
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
当
該
意
見
及
び
改
正
省
令
に
係
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
年
齢
等
の
ほ
か
、
年
収
や
金
融
資
産
等
の
観
点
か
ら
も
商
品

三



取
引
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
顧
客
を
限
定
す
る
な
ど
、
当
該
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
た
案
よ
り
も
更
に
顧

客
の
保
護
を
図
っ
た
上
で
、
改
正
省
令
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


